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中国チューリップ調査ミニレポート 
2017 年 4 月 6 日 

新里泰孝 
 

2017 年 3 月 25 日（土）から 4 月 1 日（土）の間、中国にチューリップの調査に行ってきました。

簡単な報告をいたします。 
 
3 月 25 日（土） 

13：55 富山発 中国東方航空 MU9826 便。 
15：55 上海浦東空港着。時差 1 時間、飛行時間 3 時間。 
上海空港にて、人民元購入。現金・為替レート約 17 円/元。 
22：00 上海浦東発（1 時間程度遅れで出発）中国東方航空 MU0748 便。 

 翌 3：00 昆明着（2 時間位遅れで 3 時頃到着、強風のため。飛行時間 5 時間位）。 
 雲南財経大学職員による送迎。ホテル着朝 5 時（約 40 分）。 

Green Lake View Kunming 昆明翆悟酒店（3 泊 1 泊約 600 元）。 
 
3 月 26 日（日） 

15 時－19 時 雲南財経大学金融研究院職員・辛（Young Shin）氏（国際交流担当。3 年前に

アメリカに 1 年半留学。経済学を学ぶ。昆明生れ。大学はハルピン。国際貿易論の講義も担当）。  
翠湖公園を経由して昆明動物園（入場料 10 元）

へ。翠湖公園入口に大きな「鶏とチューリップ」の

デコレーション。鶏は今年の干支。チューリップの

理由は不明とのこと。天気は晴れでまずまずだが、

薄いジャンパーは必要だ。 
動物園（動物は現在ほとんどが郊外の広い動物園

に移転している）では、桜祭りが開催されていた。

チューリップは見えない。園内に写真スポットを作

り、1 枚 25 元（＝*17=425 円）でプリントする商

売もやっていました。こちらの桜は 1 月位見られる

そうです。八重桜のようです。日本桜のようなもの

もありましたが、ほとんど散っていました。夜桜、

酒宴会はないそうです。 
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3 月 27 日（月） 
11 時、程士国教授がホテルに（雲南大学経済学院教授、全国日本経済学会理事。三重大大学院

生物資源研究科（農業経営専攻）留学、卒業後 6 年間名古屋の豊明市場に勤務）。昆明の花オーク

ション市場は午後 5 時からセリ開始。近くの卸売市場は夜 9 時にオープンとのこと。ちょっとび

っくり。午後３時頃、昆明花市場へ。市内から車で 30 分程度。市場見学。一旦、雲南大学（郊外

キャンパス）に戻る、程先生は 5 時から会議。その間学生と談話。大学食堂にて夕食。その後、

市場見学。今は入荷が少ない時期で 1 日 200 万本（通常は 300 万本）。ほとんどバラ。雲南省が

産地。他にカーネーション、ユリ。ユリは雲南省で栽培されている。チューリップも雲南省で栽

培されているが、オランダ輸入球を栽培し切花にして出荷している。中国の花オークションは昆

明 1 箇所のみ。北京まで 24 時間でトラック輸送を行う。北京には大きな花の卸市場がある。 

   

（仲卸売市場 斗南花卉市場） 
 

  
（昆明国際花卉セリ市場） 
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（生産者の写真） 

   
（事務所）                 （セリ時計 6 個、買参人 600 席） 
 
3 月 28 日（火） 

午前 10 時半頃、路上で花を売っているおばさんを見つけました。市内の表通りではあまり花屋

さんを見かけませんが、空港への車の中から一軒見つけました。昆明空港内出発ロビーに花屋さ

んがありました。バラが５本１束で 36 元。空港内に２店花屋を見ました。ユリ根が１球 20 元。 
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（表通りの花屋） 

      

  
13 時 30 分 昆明空港発 中国東方航空 MU5749 便。15 時 30 分 長沙着。 
  Tang Chunling 汤春玲先生（中南林業科技大学経済学院、2016 年 10 月の第 2 回富大国政セ

ミナー参加）＋学生 2 名（経済学院学生、日本語勉強中）が出迎え。リニアモーターカーで市内

中心地へ。Xiao Yan 肖艶教授（2017 年 11 月の第３回富大国際セミナーに参加予定）と合流。 
ホテル：Longchamp Garden Hotel Changsha 長沙融程花園酒店（3 泊 1 泊 550 元） 
 
3 月 29 日（水） 

午前 9 時に学生 4 名（男１、女３。男１と女１は 10 月から富大へ交換留学予定）がホテルに

来て、学生の案内で湖南省森林植物園を見学した。曇り。肌寒い。この時期は桜祭り・チューリ



5 
 

ップ祭り開催で特別料金らしい（第 13 回桜花祭、第 9 回世界名花祭、入場料 60 元）。門をくぐ

ると、チューリップが丘の傾斜に並んでいた。すでにほぼ花は終わりの状態。しばらく行くと桜

並木があり、満開。滋賀県と友好都市で 1985 年に桜が贈られたととある。また、桜の並木の下

にチューリップも植えられていた。さらに進むと、チューリップ公園が出現した。花壇の広さは

砺波と同じくらい。長沙市の人口は 700 万だそうです。小学生、中学生が先生の引率で幾つもや

って来ている。 

  

  

   
午後、郊外にある花卉卸売市場に行きました。植木、鉢物、苗、種、庭石、園芸用品も数多い。

広さ 300ｍ×200ｍ位(筋が 3 本)はある。チューリップの鉢物を置いている店を１つ発見しました。

切り花のコーナー（倉庫のような建物に 20 店程度入っていた）は大きな市場の片隅の方にあった。

ある店の社長が話してくれました(店名：喜花喜 LOVE、社長：喩希航)。バラが中心で昆明から

仕入れている。チューリップは高すぎてほとんど置いていない。午後６時頃閉店。 
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夜 9 時頃、スパー（ホテル近く、市内中心街のモールの中にある。電気屋さん、洋品店も夜も

開店。マクドナルド・ハンバーガーにはポテトではなく、ごはん丼が付く。）で、リンゴ（富士）、

ナシ、オレンジを 1 個づつ買ってみました。2.3 元、1.2 元、3.3 元。レジでの支払いは皆お財布

携帯。切花コーナーに生花はなく、造花のチューリップがありました。（卸売市場の花屋では普通

のバラが 1 束（5 本）で 10 元、チューリップは一束 45 元。昆明空港ではバラ 25 元でした。） 
 
3 月 30 日（木） 

9 時 30 分 中南林業科技大学経済学院長 ZhuYulin 朱玉林教授、DanTan 谭丹准教授（ヨーロ

ッパで学位）に面会。朝から激しい雨。雷も。 
午前 10 時 30 分—12 時 15 分 講演 “Flower bulb industry in Holland, China and Japan: 

dynamics of production and trade”。学生 60 名＋教員６名。澤丹准教授が司会。60 分英語でス

ピーチ。質疑応答は英語と中国語（学生が通訳）。主な質問。1. 自分の関心事（日中の文化）と

経済を結びつけるにはどうしたよいか。答え：需要面（消費者）と供給面（生産者）の両面から

考える。文化の場合も文化の消費は国民・市民で経済状態に依存する。芸術家は文化の供給者と

みて考えては。ただでは芸術家も生きていけない。２．データをどのように入手するのか。答え：

チューリップ価格、その代替財価格等の個別データがない場合は、代わりの物を考える。生産者

や、役所でよく聞いてみる。中国の輸入価格は、オランダ側の輸出価格で調べるなど、両面から

調べる。３．研究費はどのように得るのか。答え：このテーマは小さく儲からない産業なので、
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研究費を得ることは難しい。４．台湾での球根価格が 2015 年に急増しているのはなぜか。答え：

需要はあるが、輸入はあまり変化なく、国内生産の減少が続いている。需要曲線が右上シフトし、

供給曲線が左上シフトしていると考えられる。具体的に需要変化要因（所得、嗜好）をみる必要

がある。 

（中南林業科技大学経済学院） 

 
 
15 時。陳教授（商学院長。2016 年 2 月の第 1 回富大国際セミナー出席）と息子さん（10 月か

ら神戸大学工学研究科に留学予定）、学生 1 名（通訳）とともに、郊外の庭園へ。リゾート・エリ

ア見学。 
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この辺（農村地帯）は「別荘」（中国語で、一戸建ての意味）が多い。都市、工場へ通勤している。

土地は売買できなく、家の土地は農家である父から譲られるそうである（都市では土地は国有で

国から借地する）。 

  

 
18 時。米栽培農業会社へ。社員 50 名。うち女性 20 名。米、酒、オイルなどを栽培・製造・販

売。米の栽培面積は、昨年 1 万ムー（畝、1/15 ha）、今年の予定 1 万 5 千ムー。有料の花植物園、

釣り場を運営。この日は雨で入場中止。チューリップも栽培している。オランダ産チューリップ

で切り花を出荷し、高収入を得ている。 
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3 月 31 日（金） 

5 時ホテル発 タクシーで空港へ。150 元支払（メーターは 139 元）。5 時 40 分着。 
8 時 05 分発（少し遅れて出発）長沙空港発 中国東方航空 MU5349 便。 
9 時 50 分  上海浦東空港着（定刻着）。 
11 時 15 分のホテル・シャトルバス（gate5 の前）をミス。ホテルに電話し、再度シャトルバ

スを要請。11 時 45 分 シャトルバス到着。 
12 時 10 分頃 ホテル着 李玉紅先生（上海交通大造園学准教授、東京農大博士）と出会う。 
リハオ・インターナショナル・ホテル 1 泊 500 元（＝*17=8500 円） 

 12 時 30 分 タクシーで上海交通大学へ。 13 時 30 分 上海交通大学着。曇り。 
姚雷教授（芳香植物学，名城大学博士）の研究室見学。 
建設中の公園見学（2 年前に開園、整備中。以前は田んぼ）。桜あり。 
体育公園見学（20 年前に開園）。日本式庭園あり。チューリップ畑あり。20 年前に球根が近所

の人に盗まれことがある。4 時 30 分までは監視員を置いている。7 時閉園。 
 上海は桜が満開です。ソメイヨシノで 1 週間開花。チューリップは見頃でした。中国のチュー

リップの生産地は新疆ウイグル自治区のウルムチのようです。姚雷先生はウルムチの生まれで、

子どもの頃チューリップがたくさんあったと言っていました。中国原産種かどうかは、隣の花卉

研究室の教授に（今日は留守なので）後で確かめて頂けることになりました。 
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夕食は研究室の新年会に参加した。学生 30 人。バイキング方式、上海蟹、日本式焼き鳥、刺身、

寿司あり。このレストランが入っているモールに、花屋さんがありました。日本の NTT と開発し

たブリザーブドフラワーのバラがありました。21 時頃ホテルに帰る。 

  
 
4 月 1 日（土） 

朝 5 時 50 分 シャトルバスで空港へ。 
8 時 55 分 上海浦東空港発（日本時間 9 時 55 分 15 分遅れて出発）。 
12 時 30 分 富山空港着（定刻着。飛行時間 2 時間 20 分）。 

 


